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山武市が合併して７年が過ぎ、「山武市総合計画」が策定されてから５年が経過しました。

前期計画の５年間に、全ての学校が耐震化され、デマンドタクシーが走り、こども園が５園に

なり、コンビニで公共料金の支払いや証明書の発行ができるようになるなど、市民生活に根ざ

した成果を残してきました。

また、この間東日本大震災があり、大津波、原発放射能汚染を経験しました。国政においても

２度の政権交代があって、社会的にも政治的にも混乱した激動の５年間でしたが、そうした困

難の中で、山武市民の一体感が生まれたことが一番の成果かもしれません。

これから迎える後期基本計画の期間では、東日本大震災からの復興を成し遂げ、それぞれ

のコミュニティの底力を引き出し、魅力的な地域を創り上げていきます。一人ひとりが誇りを

もって暮らせる地域こそ、私たちがしあわせを実感するための基盤です。山武市には、これから

伸ばしていきたい魅力がたくさんあります。心に安らぎを与える田園や山林そして白砂青松の

砂浜、これらの自然環境と調和した観光、成田国際空港の潜在力を引き出す国際化、首都へのア

クセスを生かした定住促進、将来にわたって市民の健康を守り続けるさんむ医療センター。こ

れらが有機的に結びつくことで、更なる発展が遂げられると信じています。

地方分権が進展する中、市民こそがまちづくりの主役です。市民、議会、行政が志を等しくして、

社会の変化に対応しながら、しあわせを実感できる独立都市さんむの実現に向かいましょう。

おわりに、本計画の策定にあたりまして、熱心にご審議いただきました山武市総合計画審議

会委員の方々や貴重な意見をいただきました多くの市民の皆様方に心から御礼申し上げます。

平成25年 3月
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山武市長
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